
日
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共
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・
大
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府
議
会
議
員
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政
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り
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橋
下
知
事
が
大
阪
国

際
空
港(

伊
丹)
廃
止
発
言

を
し
つ
こ
く
繰
り
返
し

て
い
る
。
そ
の
内
容
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
。

関
西
国
際
空
港
が
基
幹
空

知
事
発
言
ー

港
に
な
る
な
ら
伊
丹
は
邪
魔
。
空
港
の

利
用
時
間
を
制
限
し
、
騒
音
対
策
を
求

め
た
上
で
、
地
元
が
存
続
を
求
め
る
の

は
エ
ゴ
が
強
す
ぎ
る
。(

年
９
月
４

08

日
・
国
土
交
通
省
で
発
言)

知
事
は
、
伊
丹
空
港
の
存
廃
の
基
準
を
関

空
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
か
、
マ
イ
ナ
ス
か
に
置

く
。
し
か
し
本
当
は
、
大
阪
の
街
と
府
民
の

利
便
に
と
っ
て
必
要
な
施
設
か
ど
う
か
が
、

基
準
だ
。

例
え
ば
、
遠
く
か
ら
飛
行
機
で
大
都
会
に

行
く
場
合
、
東
京
と
大
阪
は
ど
ち
ら
が
近
い

か
。
東
京
な
ら
羽
田
経
由
で
都
心
に
行
け
る

が
、
大
阪
は
、
伊
丹
を
廃
止
す
れ
ば
、
関
空

経
由
で
遠
く
な
る
。
伊
丹
廃
止
は
、
東
京
の

一
極
集
中
と
大
阪
の
衰
退
を
進
め
る
こ
と
だ
。

伊
丹
が
府
民
に
と
っ
て
便
利
な
こ
と
は
、

国
内
線
旅
客
数
が
伊
丹
１
５
６
３
万
人
、
関

空
５
５
７
万
人
、
神
戸
２
７
１
万
人
と
い
う

利
用
実
態(

年)

が
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。

08

関
空
の
発
着
回
数
は
、
昨
年
度
は

万
９

12

２
６
３
回
に
達
し
た
が
、
第
２
滑
走
路
の
前

提
で
あ
っ
た
年

万
回
に
遠
く
及
ば
な
い
。

16

そ
の
上
、
今
年
度
ま
た
、
大
幅
に
減
少
す
る
。

関
空
が
不
振
を
続
け
る
原
因
は
、
航
空
需

要
の
過
大
見
積
も
り
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ

て
い
な
い
第
２
滑
走
路
、
関
空
会
社
が
抱
え

る
１
兆
１
千
億
円
の
有
利
子
負
債
、
大
阪
経

済
の
落
ち
込
み
、
北
米
・
欧
州
便
の
減
少
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
伊
丹
の
存
在
は
原

因
で
は
な
い
。

伊
丹
は
毎
年
、
数
十
億
円
の
騒
音
対
策
が

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
財
源
と
し
て
乗

客
は
離
陸
、
着
陸
の
度
に
、
１
回
３
０
０
円

の
特
別
着
陸
料
を
支
払
っ
て
い
る
。

伊
丹
は
全
国
の
飛
行
場
の
中
で
最
高
の
43

億
円(

年
度)

の
黒
字
を
稼
い
で
い
る
。
伊
丹

06

存
続
を
地
元
エ
ゴ
と
い
わ
れ
る
理
由
は
な
い
。

伊
丹
は
リ
ニ
ア
中
央
新

知
事
発
言
ー

幹
線
・
関
空
リ
ニ
ア
の
完
成(

年)

を

35

機
に
廃
止
、
そ
れ
ま
で
は
伊
丹
の
収
益

を
関
空
に
投
入
、
伊
丹
は
国
際
便
も
含

め
最
大
限
に
有
効
活
用(

年

月
・

09

11

知
事
が
ま
と
め
た
地
域
経
営
戦
略
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
よ
り
抜
粋)

こ
の
知
事
発
言
に
「
廃
港
は

年
も
先
の

26

話
。
座
し
て
死
を
待
つ
よ
り
は
、
廃
港
を
前

提
に
ど
ん
ど
ん
飛
行
機
を
飛
ば
し
て
活
性
化

を
考
え
る
べ
き
だ
。
反
対
す
る
理
由
は
な

い
」
と
、
歓
迎
す
る
近
隣
市
長
も
で
た
。

し
か
し
、
１
兆
１
千
億
円
の
関
空
の
借
金

を
解
決
す
る
た
め
、

兆
円
も
リ
ニ
ア
に
投

10

入
す
る
の
は
最
悪
の
ム
ダ
遣
い
。

年
間
は

26

伊
丹
の
騒
音
対
策
が
逆
行
す
る
。

年
先
の

26

廃
港
で
は
関
空
救
済
に
も
な
ら
な
い
。

今
月
６
日
、
知
事
は
「
リ
ニ
ア
と
伊
丹
廃

港
と
は
結
び
つ
け
な
い
。
伊
丹
廃
港
は

年
10

以
内
」
と
前
言
を
翻
し
た
。

今
月

日
に
知
事
は
「
廃
港
は

～

年

12

15

20

後
に
な
る
」
と
、
さ
ら
に
前
言
を
翻
し
た
。

伊
丹
の
存
続
だ
け
に
こ
だ

知
事
発
言
ー

わ
っ
て
い
た
ら
、
豊
中
市
に
は
未
来
は

な
い
。･

･
･

国
の
流
れ
は
機
能
縮
小
な

の
で
、
機
能
縮
小
の
ま
ま
で
伊
丹
を
存

続
し
て
も
地
元
の
た
め
に
は
利
益
に
は

な
ら
な
い
。･

･
･

早
く
伊
丹
空
港
を
違

う
も
の
に
変
換
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

(

年

月

日
・
記
者
会
見
要
旨)

09

12

25

伊
丹
は
高
騒
音
機
材
の
就
航
禁
止
、
夜
間

の
発
着
禁
止
な
ど
、
環
境
と
の
調
和
を
追
求

し
て
い
る
が
、
国
内
線
の
基
幹
空
港
と
い
う

国
の
位
置
づ
け
に
変
わ
り
は
な
い
。
一
段
目

に
紹
介
し
た
利
用
実
態(

年)

も
大
き
な
変
化

08

は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
な
の
に
、
知
事
が
「
伊
丹
は
機
能
縮

小
」
と
言
う
の
は
、
府
民
に
根
拠
の
な
い
不

安
を
ば
ら
ま
く
こ
と
だ
。

大
阪
が
生
き
残
る
に
は

知
事
発
言
ー

ア
ジ
ア
の
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
い

込
む
し
か
な
い
。
そ
れ
に
は
関
空
を
ス

ー
パ
ー
ハ
ブ
（
拠
点
）
空
港
に
す
る
事

が
必
要
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
に
も
二

に
も
三
に
も
、
四
に
も
五
に
も
六
に

も
、
七
に
も
八
に
も
九
に
も
伊
丹
廃
港

(

今
年
１
月
４
日
、
大
阪
新
年

し
か
な
い

互
礼
会
で
の
あ
い
さ
つ)

現
在
、
関
空
は
ア
ジ
ア
便
が
週
５
５
５
・

５
便
で
、
国
際
便
全
体
の

％
を
占
め
て
い

77

る
。
ア
ジ
ア
と
の
交
流
は
、
大
阪
に
と
っ
て

も
、
関
空
に
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
だ
。

交
流
を
拡
大
す
る
に
は
、
大
阪
府
立
大
学

で
の
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生(

現
在
・
学
生
総

数
８
０
４
８
人
の
う
ち
ア
ジ
ア
の
留
学
生
１

５
８
人)

の
受
け
入
れ
を
増
や
す
な
ど
様
々
な

方
策
が
あ
る
が
、
伊
丹
空
港
を
廃
止
し
て
も

ア
ジ
ア
と
の
交
流
は
進
ま
な
い
。

私
は
、
知
事
の
伊
丹
敵
視
発
言
を
、
そ
の

場
で
聞
い
て
い
て
、
気
分
が
悪
く
な
っ
た
。

伊
丹
空
港
の
廃
止
に
つ

知
事
発
言
ー

い
て
近
隣
自
治
体
の
同
意
は
要
ら
な
い

１
月

日
、
記
者
会
見

と
思
う
。(

今
年

12

要
旨)

昨
年
末
、
知
事
は
４
月
の
豊
中
市
長
選
挙

に
つ
い
て
「
伊
丹
廃
止
を
掲
げ
る
市
長(

候
補

者)

が
出
て
き
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

発
言
し
た
。
そ
れ
だ
け
、
地
元
市
の
意
向
に

は
重
み
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
今
度
は
、
地
元
市
の
意
見
は
聞

か
な
い
と
い
う
。

知
事
は

「
伊
丹
廃
止
」
と
い
う
主
張
は
厚

、

か
ま
し
く
押
し
通
そ
う
と
す
る
が
、
理
由
づ

け
は
自
分
の
都
合
で
ク
ル
ク
ル
変
え
る
。
本

当
に
困
っ
た
こ
と
だ
。

知
事
の
暴
走
に
待
っ
た
を
か
け
ら
れ
る
の

は
、
府
議
会
の
大
事
な
仕
事
。

大
阪
国
際
空
港
を
、
環
境
と
調
和
し
た
便

利
な
空
港
に
改
善
し
、
活
用
し
て
い
く
た
め

に
、
全
力
を
尽
く
し
た
い
。

利
便
よ
り
寒
空

関
空

大
事
に
皆
困
る

(
)

痛
み

伊
丹

い
た
わ
る

(
)

暖
か
さ
こ
そ

法
律
相
談
会
の
お
知
ら
せ

＊
と
も
に
夜
６
時
半
～
、
電
話
で
要
予
約
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